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例 言

1。 本書は,高 松市教育委員会が平成13年 度に国庫補助事業 として実施した高松市内遺跡発掘調事業

の概要報告書である。

2.本 書には平成 13年度事業のうち,調査期間が平成 13年 4月 から12月 にかけて実施 した公共工事 に

伴 う確認調査 3件 ,民間開発 に伴 う確認調査 1件 のほか,平 成 12年度事業 として実施したが,概報

印刷時期等の関係で昨年度の概報に未収録であった平成 13年 1月 から3月 にかけて実施 した公共工事

に伴う確認調査 2件 ,平成 12年 度に史跡天然記念物屋島基礎調査事業 として行った埋蔵文化財 の確認

調査についてそれぞれ収録した。

3.調査は,高 松市教育委員会文化郡文化振興課 文化財専門員 チII畑 聰 ,同 山元敏裕,同 大嶋和則 ,

同 小サII賢 が担当した。

4.本書の執筆は調査担当者が行 い,全体編集は山元が行 った。

5,本書の挿図の一部に国土交通省国土地理院発行縮尺2万 5千分の 1の 地形図を使用 した。

6.調査の実施にあたっては,文化庁文化財調査官 臼杵 勲,香川県教育委員会文化行政課,京都大

学大学院文学研究科教授 上原真人,屋 島寺,四 国森林管理局香川森林管理事務所,環境省 自然環境

局高松 自然保護官事務所の指導 。協力を得た。
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第1図 平成 12年度 (一 部 )。 平成 13年度高松市内遺跡調査位置図



第 1章 高松市内遺跡発掘調査事業

ふるみや こふん

古宮古墳

1.調 査 地 高松市鬼無町山 口

2.調 査 期 間 平 成13年 2月 8日 ～14日

3.調 査担 当者 小川 賢

4.調 査の原因 擁壁設置工事

5。 調査の概要

古官古墳は,勝賀 山東麓 に位置す る神高谷 の古 墳

群 にあ り,う ち最大の横穴式石室 をもつ ことで知 ら

れて いる。 この横穴 式石室は,昭和 59年度 に香川大

学が学術調査 を行 って いる。玄室 は長 さ 6.4m,幅
2.2m,高 さ3.lmを 測 り,鉄地金銅貼鞍金具,ガ ラ

ス玉や鉄器 類等 が副 葬品 としてある。

平成 13年度,墳丘の南半部で 巨石や土砂の崩落,流

出の恐れが あ る部分 に擁壁 を設置す る こととな り,

工事 に先立 ち確 認調査 を行 った。 トレンチを現況で

の墳丘南端部 と西面 に設置 し,入 力で掘削 した。南

第 2図 吉宮古墳調査位置図

側のトレンチ (1,2,4T r)で は,東 西方向の撹乱が見られた。これにはビニールやプラステ ック製品

が含 まれてお り,現況で見 られる墳裾 を巡る排水溝の一部であったと思われる。 トレンチ (2,4T r)

の北壁では黒色土 (⑥層)が ,約 2mにわたりやや窪み状に見られた。石室の正面にあたる位置関係か

ら墓道と考えられたが,平面で確認できず現時点では性格不明である。西面のトレンチ (3T r)周 辺

は崖となっており,石室の一部と思われる巨石が崩落しかかっていた。また墳丘に覆い茂る大木の根

による撹 乱が大 きい。なお表採 した遺物には,前 回の調査で報告されているようなガラス丸玉 (15),

緑色の 自然釉が付着 した須恵器片 (2)があ り,本 来石室内 にあった もの と考 えられる。

6。 ま とめ

現状で石室は露出して見られ,①,②層が腐葉土や近世以降の遺物を包含していることからも,古墳

の盛土はかなりの流出・撹乱があると言える。③,④層については,墳丘が遺存しているように思わ

れるものの,版築といった工法は窺えなかった。出土遺物では,弥生時代中期頃とみられる土器片が

多く,周 辺部に当該期の遺跡が存在するものと推察される。

ー

写真1古宮古墳 1,2Tr掘 削状況 写真2 古宮古墳 4Tr北 壁土層堆積状況
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斜線箇所は工事予定範図

網 かけ箇所 は撹乱範図

第3図 古宮古墳 トレンチ配置図

2Tr珂と壁

ヒ=025m

4Tr】ヒ壁

① :10YR 4/3に ぶい黄褐色ンル ト質極細砂 (腐 葉土)

② :25Y 5/4黄 褐色極細砂 (根による撹乱あり)

③ :25Y 6/4に ぶい黄色細砂

③
「:2.5Y 7/2灰 黄色細砂

④ :②⑤が混じる

⑤ :7.5YR 2/2～ 6μ黒褐～にぶい黄褐色細砂

⑥ :10YR 2/1 黒色細砂 (炭・土器片を含む)

AかΨCは 1財舌し

※レベル高は石室床面からマイナス読み

トレンチ壁土層図 (S=1/40)

L‐ 025m

3Tr北東壁

第4図
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第5図 古宮古墳試掘調査出土遺物図

出 上 位 甚 器 種 口径 (cm) 底任働 n) 器 高 (c taa) 形態・ 手法の特徴 色 調 月合土 備 考

表 採
弥生上器益

口縁部
(43)

外面 I口 縁 ,頸 部に凹線

内画 i指 頭圧痕

表■O YR5/3に ぶい☆褐色

裏■O YR5/4に ぶい☆褐色
lm in以 下 の長 石 ,IVlf閃 石 を含 む

2 表 採 須恵器 回縁部 120 (2Ю )

外面 i自 然釉 lNl堵

内面 iナ デ

表 :れ,10Y5/2オ リー ブ灰色

墓 :75Y6/1灰 れ
lln in以 下の石英 ,雲母 を含 む

3 4Tr C)層 黒色 土器 130 (判 5)
外面 :ヘ ラ磨 き

内面 iヘ ラ磨 き

表 :ヽ 15/黒 色

裏 :N15/黒 色
密

!,～
「2)娼 陶器 口縁部

外 面 :ナ デ 表 :5Y R5/1褐 灰色

裏 :5Y R5/2灰 褐色
密

5 す rO層
弥生七器

五Л同部

外面 !刷 毛日

内両 :指 頭 ,モ 痕 ナデ

表 :OF R6/6橙 色

墓 5Y R5/6り]赤 褐れ
21■ ni以下の長石 ,雲母 を含む

6 表 採
弥生土器

鉢 口縁郡
28 8 (37)

外面 :ナ テ

内面 !刷 毛 目

表■O YR5/3に ぶ い黄褐色

墓 :25Y1/1黄 灰色
11■ m以 下 の 石 英 角 閃 石 を含 む

7 表 採
土師質土器

33 8 (■ 8)
外面 lll七 日,ナデ

8 4Tr S,層 弥 ■ 北 器 底 郡 (20) 外面:ナ デ
表 :7 5YR4//4褐 色

墓 :7 5YR4れ 41D任
lni lal以 下の長石 ,角 閃石 を含む

lTr e′層 弥生土器底甜
'

9 (35)
外 前 iヘ ラ磨 き

内面 iヘ ラケ ズ リ

表■O YR6/2灰 黄褐色

裏 :25■ 5/1黄 灰色

ula in以 下 の 長 石
,

石 英 角 関 石 を含 む
底 部黒斑

掴`rC層 スクレイバ 長さ5 2cnl,幅 2 7c n″ さ0 7cm,重 さ 108_p サ ヌカイ ト製

■Tr C屑 楔 形 石 器 長さ5 6cnl,旧 2 1cni,厚 さ1 6cnl,こ さ261g サヌカイ ト製

4TriCI)日 スクレイパー 長さ3 2 clll,幅 3 1cin″ さ0 9cni,重 さ82g サ ヌカ イ ト製

13 ITr● 層 lfa形 石 器 長 さ 3 1cnl.幅 8 1 clll,厚 さ 10cと ll,重 さ 110g サ ヌカイ ト製

lTr Z屑 スクレイパー 長さ3■ c nl,幅 3 1cln海 さ 1 0cl■ ,■ さ110g サ ヌカイ ト興

表 採 ガラス丸玉 径 1 lcn,厚 さ0 8cn 10G1/1H/緑 灰色

第 1表 古宮古墳試掘調査出土遺物観察表
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きたやまうらいせき

北山浦遺跡

1,調  査 地 高松市西春 日町北山浦

2.調 査 期 間 平成13年 3月 5日 ～12日

3.調 査担 当者 大 嶋和則

4.調 査の原因 都市計画道路木太鬼無線 建設

5,調 査の概要

調査地 は高松 平野 の 中央部 に孤立丘 として所在す

る石清尾 山塊 の南 麓 に位 置する。都市計画道路木太

鬼無線建設に先立 ち,事業面積 が広 大な こと,周 辺

には石清尾山古墳群 が所在 し,事業予定地の東側 に

は松並 ・ 中所遺跡が 隣接す ることなどか ら事 前に試

掘調査 を実施す る こととな った。平成12年 度は西春

日町の約6,000∬ を対 象に実施 した。

調査対象地内で19本 の トレンチ調査 を行った。各

トレンチ の概要は以下の表 のとお りで ある 。 1～ 4

Tr・ 13～ 18Trに つ いては 旧河道や 微低地 とな って

お り,そ の埋土中か ら出土する遺物 も少 ない。また ,

第6図 司ヒ山浦遺跡調査地位置図

微低地埋没後 ,わずかに近世の溝や柱穴が認め られる程度であった。 これらの地区に挟まれた調査対

象地中央部の5～ 12Trは ,微高地 となってお り柱穴や土坑・溝等 を検出した。遺物は弥生土器や須恵

器・土師器の他,石器なども出土 した。一方,19Trで は丘陵斜面部になってお り,遺構・遺物とも検

出していない。

第2表 各 トレンチの概要

トレンチ 調査面積 積主な遺構 主な遺物 備 考

lTr 115rゴ な し な し 微低地で,遺構・遺物 ともな し。

π r 15,3� ピット・溝 弥 生土器
微低地 となってお り,遺構 。遺物 とも希薄。

3伺『 r 16.411i ピット・溝 弥生土器・土師器

4Tr 8,Or皆 な し 弥生土器 トレンチ全体が 旧河道。

研 r 11,lr百 ピッ ト・土坑 弥生土器・土師器

微高地 となってお り、多数の遺構・遺物を

検出。集落の可能性が高い。

6Tr 253rゞ ピッ ト・土坑 弥生土器・石庖丁

Tr 24,2r百 ピット・土坑・清 弥生土器・石錐

g伺
『 r 17.2� ピッ ト・土坑・清 土師器

9伺『 r 20,3r百 ピット・土坑 須恵器・土師器

1∝ r 11,2雷 ピッ ト・土坑 土師器

1lTr 127∬ ピッ ト・土坑 須恵器・土師器

12Tr 10,7笛 ピット・土坑 弥生土器・土師器

1こ王Γr 11.1ゴ ピッ ト 土師器 微高地だが遺構は希薄。

14Tr 10 8rN な し な し

微低地で,遺構・遺物 ともな し。
15Tr 17.6rだ な し な し

16Tr 12.4笛 な し 弥生土器・土師器

微高地だが,遺構な し。17rr 12.6∬ な し 弥生土器・土師器

1こ王「
r 190∬ な し 弥生土器

1(涯
「

r 12.4� な し な し 丘陵部斜面で,遺構 。遺物 ともな し。
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十

6。 まとめ

微低地 と旧河道 に挟 まれた5～ 1をTrに遺構・遺物が集中している。特 に 5～ 7 Trは弥生中期の遺物が

出土してお り,当 該期の集落と考え られる。また,8～ 1を打 rに ついては土師器や須恵器が出土 しており,

調査地北方の北山浦古墳群 との関係が指摘できる。また,龍泉窯系青磁碗をはじめとする中世の遺物

も数多 く見 られ,さ らに調査地の西には五輪塔が見 られることか ら,中世の遺構 も存在する可能性は

高い。

0              100m

第7図 トレンチ配置図
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第8図 司ヒ山浦遺跡出土遺物実測図
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「 きたのいせき

1.調 査 地 高松市三谷町

2.調 査 期 間 平成13年 9月 12～ 19日

3.調査担当者 川畑聰,中西克也

4.調査の原因 個人住宅造成

5.調査の成果

(1)調 査の概要 と基本層序

調査は,掘削工事によ り地中の遺構が影響を受

ける擁壁部分を対象 とした。

調査区は逆コ字形を呈し,北側の長 さは19.3m,

西側は17.8m,南 側は29.7mを測 る。幅は0.5mで

ある。

調査区全域の層序は4層 に分けられ,現水田耕作

土の下に江戸時代の水田耕作土である灰黄色シル

ト質極細砂 と灰白色シル ト質極細砂が堆積 し,地
山が緩やかに低くなる調査区の南東部では,褐灰

色シル ト質極細砂が堆積する。地山は砂礫層であ

り,そ のレベルは東側か ら西側に向かって緩やかに高く

第 10図 遺構配置図 (S=1/200)

北野遺跡

なる。

第9図  北野遺跡調査地位置図

止
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(2)弥 生時代の遺構・遺物

SD2  (第 11。 12図 )

調査区南東隅で検出された溝であ り,SDlに 切 られている。確認面のレベルは標高17.60mで ある。

溝の幅・深 さの正確な数値は不明であるが,検 出された範囲か ら判断すると幅は5.50m以上である。清

の方向は東西である。溝の掘 り込みは非常に緩やかな傾斜で下が り,広 い平坦面を有 し,中 央付近で

は急傾斜で落ち込んでいる。しかし,そ の部分に SDlが 検 出されたため,調査することはできなか

った。確認面か ら平坦面までの深さは0,16mである。確認された埋土は褐灰色 シル ト質細～粗砂,灰
褐色シル ト質粗砂の2層 のみである。

出土遺物は,弥生土器壷 (3・ 5),同 甕 (4),同底部 (6。 7)で あり,弥生時代前期末である。

3は,日 縁端部 に沈線を巡らし,刻 目が施 される。色調は外面灰白色,内 面浅黄橙色を呈 し,胎土

に粗砂を含む。 5は ,外面に箆 ミガキ,内面にナデが施 され,沈線紋を巡 らす。外面の色調は鈍い橙

色,内面は浅黄橙色を呈 し,胎土に微～細砂を含む。

4は,日 縁端部に刻目を施 し,内外面 ともに灰 白色を呈 し,粗砂を含む。

6の外面は鈍い橙色,内 面は灰 白色を呈 し,胎土に微～細砂 を含む。 7は,外面ナデ,内 面箆ケズ

リが施 され,外面は浅黄橙色,内面褐灰色 を呈する。胎土は細礫を含む。

0          1m

す

現水田耕作土

灰黄色シル ト質極細砂 (25Y7,2)

灰白色シル ト質極細砂

(10YR 91上面にFe集 積 )

掲灰色 ンル ト質極細砂 (7 5YR6/1)

SDl

5 灰白色シル ト質極llR砂 (25Y8/1)

6 砂礫層

第 11図 SDl ・2平・ 断面図 (S=1/40)

SD2

掲灰色シル ト質極細～粗砂 (5Y R4れ )

灰褐色シル ト質粗砂 (7 5YR5/2)

7

8

3

了r正三三
「

~~~旺 轡孔
~
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第 12図 SDl・ 2出土遺物実測図 (S=1/4)
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「
SD3  (第 13・ 14図 )

調査区南西隅において検出された溝であり,SD8を 切 っている。確認面のレベルは標高 17,76mで

ある。溝は南北方向に延び,幅 は2.60m,確認面か らの深さは0,15mを 測 る。濤の断面は浅い逆台形

を呈し,底面は中央部が若干下がるがほぼ平坦である。南側では底面にP-1, P-2の 2個のピッ

トが検出され,西側ではP-3が 検出された。 P-1は 円形を呈 し,直径0,66m,深 さ0.07mを 測る①

P-2の 平面形は精 円形を呈すると考え られ,検出された範囲での直径は0,50mを 測る。深 さは0,02m

である。P-3の 平面形は円形を呈 し,直径は0.35m,深 さは0。 14mを測る。埋土は褐灰色シル ト質

細～粗砂の単一層である。

出土遺物は,弥 生土器壷 (8,9),同 甕 (10～ 15),同 底部 (16),そ の他の弥生土器である。 こ

れ らの上器の時期は弥生時代前期末である。

8は,広 口壷であ り,頚部外面に箆描沈線を巡 らしている。外面は丁寧なナデ,内面はナデが施さ

れている。色調は,外面橙色,内面浅黄橙色を呈 し,胎土に石英や長石の微～粗砂を含む。 9は ,頚
部外面に箆描沈線 を巡 らし,外面の調整は箆 ミガキ,内 面はナデが施される。外面の色調は橙色,内
面は鈍い橙色を呈し,胎土は細～粗砂 を含む。

10は,波状日縁の甕であり,内外面 ともナデが施される。外面の色調は浅黄橙色,内 面は橙色を呈

＄
＼

B  l掲 灰色シル ト質細～粗砂

(5Y R414)

0         1m

0               10Cm

/筋

南

Aい 1800m

第 13図 SDσ平・ 断面図 (S=1/40)
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第 14図 SD3・ 8出土遺物実測図 (S=1/4)
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し,胎土に微 ～細砂 を含 む。 11は , 日縁端部 を欠損 し,刻 目突帯 を巡 らす。 内外面 の調整 はナデが施

され ,外 面の色調は褐灰色 ,内 面は浅黄橙 色 を呈す る。胎上には石英や長石 の微～粗砂を含 む。12は

口縁端 部の突帯 を欠損する。外 面に4条 の箆描沈線が施 され ,内 面の調整 はナデが施 され る。色調は灰

白色を呈 し,胎 土は微～粗砂 を含 む。13は ,外面に2条 の箆描沈線が巡 り,調整は磨滅 のため不 明で あ

る。外面の色調は浅黄橙色 ,内 面は褐灰色 を呈 し,胎 土に細 ～粗砂を含 む。 14。 15は ,箆 描沈 線 を有

し,外面の色調 は明褐色 ,内 面は鈍い橙色 を呈する。胎土は微～粗砂 を含 む。

16は,接合痕 が明確に残 り,橙色を呈す る。胎土に粗砂 ～細礫を多量 に含 む。

SD4
調査 区の南 西隅 にお いて検 出 され た溝 で あ り, SD3の 西側 に位 置す る。確 認面 の レベル は標 高

17.76mで ある。溝 は北東―南西方向 に延 びる。溝 の幅 は0.20～0.30m,確認面 か らの深 さは0.10mを

測 りぅ断面は逆台形を呈す る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂の単一層で ある。

SD8 (第 14図 )

調査 区の南西 隅 において検 出 された溝 で あ り, SD3に 切 られ る。確認面は SD3の 底面 で あ り,

レベルは標 高 17,70mで ある。溝 は北西 ―南東方 向 に延び る 。溝 の幅は0,38m,確 認面か らの深さは

0.13mを 測 り,断 面は逆台形を呈す る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂の単一層で ある。

出土遺 物は ,日 縁端部に刻 目文を有す る弥 生土器甕 (17)で ある。

SPl (第 15図 )

調査区南側 の中央やや西寄 りにお いて検出 されたピッ トであ り,南 半分

のみ検 出され た。確認面 のレベルは標 高17,70mで ある。平面形 は円形 を

呈する と考 えられ,直径は0.40m,深 さは0。 10mを測 る。埋土は褐灰色シ

ル ト質細～粗砂 の単一層である。

出土遺 物は,細 かい調整 の施 され た凹基式石鏃 (18)で ある。

SP2
調査区南側の 中央西寄 りにお いて検 出され たピッ トである。確認面 の レベル は標高 17,73mで ある。

平面形 は円形を呈 し,直 径は0.34m,深 さは0.06mを測 る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂で ある。

SP3
調査区南側 の中央やや西寄 りで検出 された ピッ トで ある。確認面 のレベル は標高 17.73mで ある。平

面形は 円形 を呈 し,直径は0,30m,深 さは0.10mを 測 る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂で ある。

SP4
調査区南側 の中央やや 西寄 りで検出 された ピッ トで ある。確認面 のレベル は標高 17,73mで ある。平

面形は 円形 を呈 し,直径は0.42m,深 さは0,08mを 測 る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂で ある。

SP5
調査区南側の 中央西寄 りにお いて検 出され たピッ トである。確認面 の レベル は標 高 17.73mで ある。

平面形 は円形を呈 し,直 径は0,22m,深 さは0,05mを測 る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂で ある。

SP6
調査区南西 隅にお いて検出 され たピ ッ トで ある。確認面 のレベル は標高 17,76mで ある。平面形 は円

形 を呈 し,直径は0.34m,深 さは0,07mを 測 る。埋土は褐灰色シル ト質細 ～粗砂で ある。

―な一△

0                5cm

第15図  SPl出土遺物実測図

(S=1/2)
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第17図 SXl出 土遺物実測図 (S=1/4)
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SP7
調査区南西 隅にお いて検出 され たピッ トで ある。確 認面 のレベル は標高 17.76mで ある。平面形 は円

形 を呈 し,直径は0,40m,深 さは0.04mを 測 る。埋土は掲灰色シル ト質粗砂で ある。

下

SP8
調査区南西隅にお いて検出 されたピッ トで ある。

円形を呈 し,長径は0,60m,深 さは0.06mを測 る。

確認面 のレベル は標高 17.81mで ある。平面形 は精

埋土は褐灰色シル ト質粗砂で ある。

SXl (第 16。 17図 )

調査区南側の中央やや東寄 りにおいて検出された落ち込みである。確認面のレベルは標高17.66mで

ある。調査範囲が狭いため全体 の平面形 。規模は不明であるが,東西方向の幅は4,35mを 測る。確認

面からの深さは0.21mで ,東側の掘 り込みはやや急傾斜であるが,西 側は緩やかな傾斜である。底面

は,周 辺部 と比較 して中央部が0.06m低 くなっている。埋土は褐灰色シル ト質極細～細砂と褐灰色シ

ル ト質細砂の2層 である。東壁近 くに円形のピッ トが 2イ固検出されるが,土 層断面の観察 によれば確認

面からの掘 り込みであり,SXlよ り新しい時期の遺構である。

出土遺物は,弥生土器甕 (19。 20),そ の他の弥生土器片である。土器の時期は弥生時代前期末であ

る。 19は ,外面ナデ,内 面板ナデが施され ,外面の色調は鈍い橙色 ,内 面は橙色である。胎土は石

英・長石の細～粗砂を含む。20は ,外面板ナデが施され,外面の色調は橙色,内 面は灰白色を呈する。

胎土は石英・長石の細～粗砂 を含む。

SX2  (第 18～ 20図 )

調査区南側の中央において検出された落ち込みである。確認面のレベルは東側で標高17.66m,西 側

で 17.7411で ある。調査範囲が狭いため全体の平面形・規模は不明であるが,東西方向の幅は5,35mを

測る。確認面か らの深 さは0,10～ 0。 18mで ,東側の掘 り込みはやや急傾斜であるが,西側は緩やかな

傾斜である。底面は ,西側が高 くなるがほぼ平坦である。埋土は上層の褐灰色シル ト質極細～細砂 と

下層の褐灰色シル ト質細砂の2層 であ り, SXlと 同一土層である。埋土中には炭化材が少量検出され

た。

出土遺物は,弥生土器壷 (21～ 26),同甕 (27～ 35),同 底部 (36～ 41),磨 製石斧 (42),そ の他

の弥生土器片と多量のサヌカイ トのチ ップである。土器の時期は弥生時代前期末である。

21は, 日縁部 と胴部 との境 に箆描沈線を施す。外面は粗い刷毛 日,内 面はナデが施される。外面の色

調は橙色,内 面は鈍い橙色を呈 し,胎土には石英 。長石の粗砂～細礫を含む。22は ,内 外面 に丁寧な

箆 ミガキが施されるが,外面は磨滅が著 しい。色調は内外面ともに黒褐色を呈 し,胎土には石英 。長

�以¶プ 0

0             10cm

第20図 SX2出 土遺物実測図 (2)(S=1/2,1/4)

0                 5cm
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,

1

石 の粗砂 ～細礫 を含 む。 23は , 日縁端部 に沈線 を巡 らす。色調は内外面 ともに淡黄色 を呈 し,胎土に

は石英 ・長石 の細～粗砂を含む 。24は,胴部片 で あり,指頭圧痕 文を施 した貼付突帯が 3条残存す る。

外面 の色調 は鈍い黄橙色 ,内 面 は浅橙色 を呈 し,胎土 には石英 。長石 の細～粗砂 を含 む。 25・ 26は
,

指頭圧痕文を施 した貼付突帯が見 られ る。 25の 色調 は黒褐色,26の 外面 は灰白色 ,内 面は褐 灰色 を呈

し,胎 土は石英 。長石の微～細砂 を含 む。

27～ 29。 32は 「逆 L字 形」 日縁を有 し,胴 部外面に箆描沈線が見 られ る。30。 31は 「如意状」 回縁

を有す る。27の 外面 の色調は鈍い橙色 ,内 面は鈍い黄橙 色を呈 し,胎土には粗砂～細礫 を含 む。28は ,

日縁端部 に刻 目を施 し ,外面の色調 は淡 赤橙色 ,内 面は灰黄褐色 を呈 し,胎上には微 ～細砂 と細礫 を

多量に含 む。29の 外面色調は黒褐 色,内 面は橙色を呈 し,胎土には細礫 を多量 に含 む。 30の 色調 は橙

色 を呈 し,胎 土 には粗砂 ～細礫 を含 む。 31の 色調は鈍 い黄橙色 を呈 し,胎土 には細礫 を多量 に含 む。

32は, 日縁端 部に刻目を施 し,色 調は橙色 を呈 し,胎土には粗砂～細礫 を含 む。33は ,2条 沈線 間に円

形刺突文が見 られ ,外 面の色調 は鈍 い橙色 ,内 面は灰白色を呈 し,胎 土には粗砂～細礫 を含む。34は ,

沈線が施 され ,外 面の色調は黒色 ,内 面は橙色を呈 し,胎 土には粗砂 ～細礫 を含む。 35の 色調 は鈍い

黄橙色 を呈 し,胎土には細 ～粗砂を含む。

36・ 37は ,外 面に刷毛 目が施 され る。 36の 外面色調 は黒褐色,内 面は淡橙 色 を呈 し,細 礫を多量 に

含 む。37の 外面色調は赤褐色,内面は黒褐色 を呈 し,胎土には粗砂 ～細礫 を含 む。 38の 外面色調は鈍

い橙色 ,内 面 は灰 白色 を呈 し,細礫 を多量 に含 む。 39の 外面色調 は浅黄橙色 ,内面 は灰 白色 を呈 し ,

胎土には細砂 ～細礫 を多量 に含む 。40の外面色調は赤橙色 ,内 面は鈍 い赤橙色を呈 し,細 礫を多量に

含 む。41の 外面色調 は灰 白色 ,内 面は灰褐色を呈 し,胎 上には粗砂～細礫 を多量に含む。

(3)江 戸時代の遺構・遺 物

SDl  (第 3・ 4図 )

調査区の南東隅 と北東隅 において検出 され た溝 で あ り, SD2を 切 って いる。ただし,北東隅で は

溝 の西岸上面を確認 しただけである。確 認面 のレベル は標高 17.76mである。溝 の方 向は N-25° ―E

で あり,幅 は2.20m,確認面か らの深 さは0.50mを 測 る。清 の断面 は逆台形を呈 し,東岸は石 を積 み

重ねて擁壁 として いる。埋土は2層 に分 けられるが,灰 白色 シル ト質極 細砂 が大部分 を 占め ,砂 礫は西

岸近 くに堆積す るのみで ある。

出土遺 物は,土師質土器焙烙 (1),同 甕 (2),陶磁器 片,瓦 である。

1は , 日径36clllを 測 り,外 面に指頭圧痕が見 られ る。外面の色調は褐灰色,内 面は灰色を呈す る。2

は,日 径33cmを測 り,外 面の色調 は浅黄橙色,内 面は褐灰色を呈す る。

SD5
調査区の南西隅 において検 出された溝 である。確認面 のレベル は標高17.80mで ある。溝 の方 向はほ

ぼ東西 で ある 。濡 の幅 は0,30m,深 さは0,13mを測 り,断面は U字形 を呈す る。埋土は灰 白色 シル ト

質極細砂の単一層で ある。

SD6
調査区の北西隅 において検 出された滞 である。確認面 のレベル は標高17.73mで ある。溝 の方 向は ほ

ぼ北西 ―南東 で ある 。溝 の幅 は0,20m,深 さは0.04mを測 り,断面は浅 いU字形を呈する。埋土は灰

白色シル ト質極細砂 の単一層である。

SD7
調査区の北西隅 において検 出された溝 である。確 認面 のレベル は標高 17.70mで ある。溝 の方 向はほぼ

北東―南西で ある。溝 の幅 は0.30m,深 さは0,Hmを測 り,断面はU字形 を呈す る。埋 土は灰 白色 シ

ル ト質極細砂の単一層で ある。

- 13-



SKl
調査区の北側 の 中央西寄 りにおいて検出 された土坑である。確認面 の レベル は標高 17.66mで ある。

調査範 囲が狭 いため土坑 の平面 形・ 規模 は不 明であ り,深 さは0.07mを 測 る。埋土は灰 白色 シル ト質

極細砂 の単一層である。

SP9
調査区の北側中央 にお いて検出 され た ピッ トで ある。

は 円形を呈 し,直径 は0.31m,深 さは0.26mを 測る。

全 く締 まっていない。

確認面のレベルは標高 17.76mで ある。平面形

埋土は灰 白色シル ト質極細砂の単一層であ り,

(4)包 含層出土遺物  (第 13図 )

43～ 50は ,第 2・ 3層 よ り出土 した遺物であ り,弥生土器壷 (43～ 45),同 甕 (46～48),石鏃

(49・ 50)で ある。 51～ 62は ,第 4層 ならびに確認面上面よ り出土した遺物であり,弥生土器壷 (51～

54),同甕 (55～ 58),磨 製石斧 (59),石 鏃 (60～62)で ある。

43は ,外面に細かい刷毛目が施され, 日縁部 と胴部 との境に箆描沈線を巡 らす。外面の色調は灰 白

色,内 面は浅黄橙色を呈 し,胎土には細～粗砂を含む。44は ,内 面に粘土紐 を貼 り付けた文様が見 ら

れる。外面の色調は明褐灰色,内 面は黄橙色を呈し,胎土には細～粗砂を含む。45は,2条 の箆描沈線

が残存 し,外面の色調は鈍い橙色,内 面は灰白色を呈し,胎土には微～細砂を含む。
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46～48は 「如意状」 日縁である。46の外面色調は鈍い黄橙色,内面は灰白色 を呈 し,胎土には粗砂

～細礫を含む。47の 外面色調は灰白色,内 面は浅黄橙色を呈 し,胎土には粗砂～細礫 を含む。48は ,

日縁端部に刻目を施し,胴部外面に3条 の箆描沈線を巡 らす。色調は鈍い黄橙色 を呈 し,胎土には細～

粗砂を含む。

49は 凹基式石鏃,50は 平基式石鏃であ り,全面に細かい加工が行われる。両方ともサヌカイ ト製で

ある。

51は ,円 了し2個 を有 し,外面の色調は鈍い橙色,内面は橙色を呈 し,胎土には微～細砂を含む。52は
,

2条 の箆描沈線が残存し,外面の色調は鈍 い橙色,内 面は浅黄橙色を呈し,胎土には微～細砂 を含む。

53は ,内外面 に箆ミガキが施 され,外面の色調は鈍い橙色,内面は褐灰色を呈し,胎土には細～粗砂

を含む。54は,3条 の沈線が残存 し,色 調は褐灰色,胎土には粗砂～細礫を含む。

55～ 57は 「逆 L字形」 口縁,58は 「如意状」日縁である。55の 外面は刷毛目が施され,外面の色調

は灰黄褐色,内面は灰褐色を呈し,胎土には細～粗砂を含む。56は ,内 面に箆 ミガキが施され ,日 縁

端部には刻 目が見 られ,胴部外面には4条 の箆描沈線が巡る。外面の色調は明褐灰色,内面は鈍い褐色

を呈し,胎土には粗砂～細礫 を含む。57は , 6条の箆描沈線が巡 り,外面の色調は鈍い橙色,内面は

橙色を呈 し,胎土には微～細砂を含む。58は ,沈線を有 し,外面の色調は灰 白色,内 面は浅黄橙色を

呈 し,胎土には粗砂～細礫 を含む。

59は ,蛇紋岩製の磨製石斧である。60～ 62は ,サ ヌカイ ト製の小型凹基式石鏃で,全面に細かい加

工が行われる。

6。 まとめ

検出された遺構は,溝 8条 (SDl～ 8), ピット9基 (SPl～ 9),土坑 1基 (SKl),性 格不

明遺構 2基 (SXl,2)で ある。その時期は,弥 生時代前期末 と江戸時代の 2時期に分け られる。

弥生時代前期末の遺構は, SD2～ 4・ 8,SPl～ 8, SXl・ 2があ り,江戸時代は SDl・
5～ 7,SKl, SP9で ある。 これらの遺構の中で注 目すべきものとしては, SDlと SXl・ 2

が挙げ られる。

SDlは N-25° 一Eの方向に延びる溝であり,昭和19年 の軍用空港 として接収に伴う大規模な土

地変革よ り以前の条里地割 に基づ く溝である。本遺跡は調査面積が非常 に狭く,土地区画 について論

じることは不可能である。 しかし,(財 )香川県埋蔵文化財調査セ ンターが調査を実施 した北野遺跡に

おいて, SDlが 南北方向に延びていることを確認した。 このような溝の事例を蓄積す ることによ り,

昭和19年 以前の土地区画の復元が可能となる。

(財 )香川県埋蔵文化財調査セ ンター調査の北野遺跡の中で本遺跡と東隣する部分では,弥生時代

前期の遺構 として彎曲する溝・ 旧河道が検 出されている。 この溝は旧河道の西岸 に検出され,平面形

は東狽1に 彎 曲している。溝はV字状の断面であ り,上層には多量の上器が出上 し,環濠の可能性も考

え られている。溝の北端は本遺跡の南東隅にあたっており, この溝 と本遺跡の SD2は 同一の遺構と考

え られる。 (財)香川県埋蔵文化財調査セ ンターの北野遺跡は,微高地の縁辺部の調査であるのに対し

て,本遺跡は,微 高地の中央に近い部分の調査である。そ こで問題 となるのが SXl・ 2である。 S

Xlは 幅4.35m,深 さ0,21m, SX2は幅5.35m,深 さ0.18mを 測るが,調査面積が非常に狭いため

その平面形・性格は不明である。 しかし,多量の土器やサヌカイ トのチップ 。炭化材が出土 した こと

か ら,こ れらの遺構は竪穴住居である可能性が高いと思われる。周囲には溝 と柱穴が検出されてお り,

本遺跡は微高地上に位置する集落域としての性格を有すると考え られる。

L
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写真3 遺跡違景

写真5 SD3 往蜀イ則)

写真7  SDl・ 2

写真4  SDl

写真6  SD3(南 側 )

写真8 SXl

写真10

出土遺物
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たかまつ じょうあと

高 松 城 跡  (都市計画道 路高松駅南線 )

1.調 査 地 高松市寿町一丁 目

2.調 査 期 間 平成13年 10月 9日 ～10日

3.調査担 当者 川畑 聰・ 中西克也

4.調 査の原因 都市計画道路高松駅南線建設

5。 調査結果の概要

高松城 は,天正15年 (1587)に 入封 した生駒親正

によって翌年よ り築城され ,寛 永19年 (1642)に 高

松藩主 とな った松平家が 明治維新 を迎 え るまで藩

の居城 であった。今 回,調 査の対象 とな った都市

計画道路高松駅南線は,高松城の西 ノ丸 にあたり,

城を囲む二重の堀のうち,中堀とその内側の屋敷

地に該当する。

確認調査は,屋敷推定地であ り,現在駐輪場 と

なっている広場において,東西18mの トレンチ

を 2本設定 して実施 した。中堀に該当する範囲は ,

住宅等の立ち退きが終わっておらず,確認調査は実施できなかった。

南側に位置する第 1ト レンチにおいて,江戸時代に属する2面 の遺構面を確認 し,各遺構面において

土坑を検出した。地表よ り約 1.lm以下は砂層 となってお り,無遺物層である。南側に位置する第 2ト

レンチにおいては,第 1ト レンチで確認 した上位の遺構面で,江戸時代に属する溝 。柱穴を検 出した。

ただし,第2ト レンチでは,本 調査に備え第2遺 構面まで掘削せず,第 1遺構面の保護を図った。両 トレ

ンチか らは,陶磁器 。土師器・瓦片が出土 した。

6.ま とめ

確認調査を行った箇所は,高 松城々内にあたることか ら,確認された江戸時代の遺構は,高 松城に

関わるものと考えられる。ちなみに,17世紀中頃 と推定される高松城下図屏風では,当 該地 には厩 ら

しき建物が描かれている。遺構面が2面 存在することを考慮すると,少 なくとも2度 の造成工事が実施

された可能性がある。また,今 回調査できなかった中堀については,大 正時代末頃に埋められてお り,

地下に石垣が埋没していると考え られる。

第22図 調査地位置図

写真11 第 1ト レンチ (東 から)
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坐離
町

望
扇 (都 市計画道路兵庫町西通 町線 )

1.調 査 地 高松市扇町一丁 目

2.調 査 期 間 平成13年 10月 11日

3.調 査担 当者 川畑 聰

4.調 査の原因 都市計画道路兵庫町西通 町線建設

5。 調査結果の概要

高松市街地の西に位置 し,平 安～室 町時代に属す

る浜ノ町遺跡 が付近 に存在する。道路拡 幅工事予定

地 のうち既存建物が 立ち退 いた箇所 において確認調

査 の実施 を計画 したが,予 定地 の大部 分が 生活空 間

として利用 されて いたため,支障 のな いlヶ 所 にの

み トレンチ を1本設定 した。

江戸時代に属す る第 1遺構面 で土坑 1基 を,平安時

代末～室町時代 に属 す る第 2遺 構面 で柱穴4基 を検 出

した。地表よ り約 75 Gm以 下 は砂 層 (第 2遺構面 ベー

ス)と なってお り,無遺物 層で ある。

第 1遺 構面 で検出 した土坑 は, トレンテ全面 に広が ってお り規模 は確認で きず ,第2遺構面検 出時 に

底 のみ を確認で きた。 この上坑 か らは,陶磁器・ 土師器・ 瓦片 に混 じって炭や焼土塊が多 く出土 した

ことか ら,屋敷等 の火災後 に掘 られ たゴ ミ捨 て穴であると考え られ る。

第 2遺構面 で検出 した柱穴 SP01～03は ,ど れ も深 さ約 10cmと 浅 く, しか も砂 層 の上にあ るため ,

掘削作業中 に消滅 しかか るほ ど不安定な状態で あった。SP02か ら,室 町時代の上師器 小皿(第 27図 -1)

と平安時代末期 の須恵質土器碗 (第 27図-2)が 出上 した。一方,柱 穴SP04は ,深 さが約45 cmあ って, し

か も江戸時代前期 の悟鉢 (第 27図 -3)が 出土 してお り,他 の柱穴 と様相 を異にする ことか ら,本来第 1遺

構面か ら掘削されたが,土 坑によって上部が壊された もの と考 えられる。

6.ま とめ

確認調査 を行った箇所 は,高 松城下 町 にお いては常磐橋を起点に西へ のび る街道 筋 にあた る ことか

ら,第 1遺構面 で確認 した遺 構 は江戸 時代 の町屋 に伴う遺 構 と考 え られ る。一方,第2遺構面 で確認 し

た平安 時代末～室町 時代 に属する柱穴 は,集落跡が存在す るものと考え られ る。

第23図  調査地位置図

写真13 トレンチ全景 (西 か ら) 写真14 トレンチ南壁断面

-18-
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都市計画道路兵庫町西通町線

第24図 トレンチ位置図 (S=1/500)

第25図 第2遺構面遺構配置図 (S=1/20)

アスファル ト

表土層 (瓦礫層 )

黄褐色砂層

第27図 出土遺物実測図 (S=1/4)
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(都 市計画道 路高松海岸線 )

1.調 査 地 高松市丸の内

2.調 査 期 間 平成 13年 10月 16日 ～19日

3.調 査担 当者 川畑 聰 。中西克也

4.調 査の原因 都市計画道路高松海岸線建設

5。 調査結果の概要

高松城 は,天 正 15年(1587)に 入封 した生駒親正 に

よ って翌年 よ り築城 され ,寛永 19年 (1642)に 高松藩

主 とな った松 平家が 明治維新を迎え るまで居城 とし

た。今 回,調 査の対 象となった都市 計画道 路高松海

岸線は,高 松城 を囲む二重 の堀の うち,中 堀の南側

にあ った 東西街路 と これ に面す る屋敷地 に該 当す

る。

確認調査 は,道路拡幅工事予定地 のうち,既存建

物が立ち退 いた箇所 3ヶ 所 にお いて実施 した。南北

方 向の トレンチ を各 1本 ずつ計 3本 設定 して実施 し

た。

最 も東側に位置する第 1ト レンチにおいて ,江戸時代に属す る3面 の遺 構面 を確認 した。上か ら第 1遺

構面で は土坑 ,第2遺構面 で は柱穴・ 溝 。土坑 ,第 3遺構面 で は柱穴を検 出した。地表よ り約90m以下

は砂層 (第 3遺 構面 のベー ス)と なってお り,無遺物層である。第2ト レンテ にお いても,江戸時代 に

属する3面 の遺構面 を確 認 した。 上か ら第 1遺構面 では井戸 ,第 2遺構面では溝・ 土坑 ,第3遺 構面では

土坑を検出 した。第3ト レンチにおいて は,現 代の撹乱が深 く及んでお りぅ埋蔵文化財 は確認 できなか

った。第 1・ 2ト レンチか らは,陶磁器 。土 師器・瓦片が 出土 した。

6.ま とめ

確認調査 を行った箇所 は,高 松城 々内 にあた ることか ら,確 認された江戸 時代の遺 構 は,高 松城 に

関わる ものと考 えられ る。ちなみ に,当 該地 は17世 紀中頃 と推定 され る高松城下図屏風を見 ると規模

が大きい屋敷が描 かれ ,幕末の絵地 図を見ると小規模な屋敷地 とな って いる。遺 構面が 3面存在する こ

とを考慮す ると,少 なくとも3度 の造 成工事が実施 され たと考え られ る。

第28図  調査地位置図

写真15 第1ト レンチ (北 から)
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第 2章 史跡天然記念物屋島基礎調査事業

平成8年度
第2調査地点

平成10年度
第2調査地点

平成12年度
第 1

平成12年度
第2調査地点

平成9年度
第2調査地点

平成910年度
第1調査地点

第 29図 史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査地位置図

平成11年度
第2調査地点

平成11年度
第1調査地点

平成7年度
調査地点

平成8年度
第1調査地点

平成12年度
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平成12年 度 の発掘調査は,北嶺 の第 1調査地点4

箇所 ,南 嶺 の第 2調査地点 2箇所 ,第 3調査地点 の 1

箇所の合計 7箇 所で確認調査 を行 った他 ,11年 度の

北嶺 分布調査 で礎石建物跡や集 石遺 構 を確認 した

ことか ら4月 ～ 5月 に再度 ,北嶺 の詳細 な分布調査

を行った。

この内,第 1調査地点 と した北嶺 山上部 では,H
年度 の分布調査で確 認 した遺 構 の詳細 を確 認す る

調査 とな り,礎石建物跡 の上壇 部か ら出上 した須

恵器多 口瓶 よ り寺院 の一部で ある ことが判 明した。

第2,第 3調査地点は屋島城に関連する と考 えられ

る南嶺 北側 ,西 側の外郭線部分の調査 を行 った。

1 第 1調 査地点 (北 嶺山上 )

(1)調 査 地 高松市屋島西町北嶺 山上部

(国 立公 園内)

(2)調 査期 間 平成 12年 11月 21日 ～

平 成13年 3月 19日

(3)調 査面積 484∬

(4)発 掘調査の概要

第30図  第 1調査地点 トレンチ配置図

北嶺山上部芝生広 場の北側 に4箇 所の トレンチ を設定 し調査を行 った。第 1～第3ト レンチを設定 した

箇所は平成 11年 度の分布 調査 で確認 した遺 構 である。第4ト レンチは従来か ら千間堂跡 と呼ばれて いる

湿地東側の平坦地に設定 し,遺構の確認 を行 った。

第 1ト レンチー礎石 建物跡一

第 1ト レンチ を設定 したのは土壇 をもつ東西 3間 ×南北 2間 の礎石建物跡で ある (第 31図 )。 礎石の

うち 2石は原位 置 を移 動 していたが ,そ れ以外 は原位 置 を保 って いる。礎石は周辺で採れ る安 山岩 を

使用し,礎石の規模は一辺が 0.6m程度であり,各礎石の柱間寸法はいずれ も2.2m間 隔である。礎

石が移動 した部分の平面および断面による観察か ら,礎石の下には礎石が沈 まないよう安山岩 を置い

ている状況が認められた。土壇は40cmの 高さをもち,東西8,40m,南 北6,70mの範囲が周囲よりも高

くなっている。内部状況 を確認するため土壇を十字に断ち割 り土層を観察 した ところ,版築は採用さ

れてお らず ,安 山岩の風化土 と安山岩の小礫によって構築されていた。東西 トレンチの東側において

土壇上面か ら20～ 30cmの 深さで安山岩の集石を確認 した。集石の広が りを確認するため トレンテを拡

張 した結果 ,集 石は南北2m,東 西 1.6mの範囲にまとまっている状況が認め られた。集石の上部にお

いて須恵器多口瓶片を確認 し,そ の後の復元作業によ り形態,胎上の違う3個 体分に復元できた。多 口

瓶の県内での出土例は飯山町法勲寺で体部 に突帯 をもつ破片が1点 出土 しているのみである。県外に目

をむければ,多 口瓶の出上が寺院跡か仏教儀礼を執 り行 つた宮域等に限 られることか ら,多 口瓶の確

認によ り基壇をもつ礎石建物跡は寺の遺構の一部 と考え られることができ,周辺部の平坦地には礎石

は認め られないこと,礎石建物跡の3間 ×2間 の規模が仏像を建物中央 に安置するのに適した間取 りで

あることな どか ら,礎石建物跡の用途 としては仏像を安置する仏堂の可能性が考え られる。北嶺で確

認されている建物遺構は,現在のとこ/D当 該礎石建物跡のみであるが,周 辺部では 日常使用する土器

が多く出上していることか ら,平成13年 度は礎石建物跡の北側に広 い範囲で トレンチを設定し,他 の

建物遺構 (僧坊等)が存在するかどうか確認調査を実施している。

EE平 成 10年度 調 査

匡コ 平 成 11年 度調 査

匡コ 平 珈 2年 度調 査
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第31図 礎石建物跡平面 。土層断面図 (S=1/80)

礎石建物跡の土壇か らは須恵器 ,土師器が出土している (第 32図 )が ,こ の内,注 目できる遺物は ,

11～ 13の 須恵器多日瓶である。いずれの多日瓶も注 目部が斜め上方に開く形態をとるもので,器形に

バ リエーションが認め られる。 11は ,出 土した多日瓶の内,最 も小ぶ りなもので,底部はしっか りと

した高台がつく。焼成は3個 体のうち,最 も良好である。12は ,13よ りやや小ぶりで,細 身の形態をと

り,底部は平底である。注 目の接合部分は箆ナデの痕跡が顕著である。 13は ,最 も大きなもので,体

部上半に1条 の突帯を巡らす。底部は退化 した高台が認められる。10は ,体部上半の破片であ り,13と

同様に1条 の突帯が認め られることか ら多 日瓶の破片である可能性が考え られるc

第 2ト レンチー集石遺構 (火 葬墓 )一

落葉を除去 した段階で安山岩の集石の中央部において,南側を除 く部分で板石によって区画されて

いる状況が認め られた (第33図 )。 精査の結果 ,東側の区画石は下部が安定 していないことから移動 し

ていることが判明した。東側,南側の状況が不明であるが,一辺が約2m程度に方形に区画されていた

ものと考え られる。北側の区画石の外側にも板石列が認め られる。板石と板石の間には小振 りの安山

岩が充填されている。周辺にも区画石 と考 え られる板石が散乱 していることか ら,本来は2～3重 に区

画 されていたものと考え られる。集石の下部について内部状況を確認するため集石東側の安山岩 を除

去 したところ,下から南北75cm,東西60cm以 上の規模をもつ土坑を確認した。土坑の上層か ら土師

器杯が出上 した以外,そ の他の遺物は認められなかった。同様な方形の集石遺構は豊浜町大木塚で も

確認され (注 1),集石下では土坑 も確認されている。豊浜町大木塚は,蔵骨器,人骨の出土はないが ,

副葬品 と考えられる完形の青磁碗,白 磁皿が出土している ことなどか ら火葬墓であると考 え られてい

る。

邁 腰 蟷
岱

惚
鱒
Ｑ
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第32図 礎石建物跡 (土壇中)出土遺物実測図 (S=1/4)

大木塚 と比べると,集 石の上面状況,規模,集石下で確認 した土坑等共通する部分が多い ことか ら,

北嶺山上で確認 し集石遺構 も火葬墓であると考え られる。火葬墓の根拠として焼土,炭 ,人骨,副 葬

品等の出土が挙げ られるが,当遺跡か らは出土 していない。考えられる原因として集石遺構の区画石

の東側,南 側が大きく乱れていることか ら盗掘 (改葬)に あった可能性 も考え られる。また,別 の場

所で火葬 され,人骨だけが この場所に埋葬された ことも想定されるし,人骨が出土 しないのは長年の

雨水等 によ り人骨が溶け出している可能性 も想定される。集石中か らは灰釉陶器や土師器土釜,須恵

質土器杯など10世 紀を中心とする遺物が多量に出土しているが,10世紀代の火葬墓の類例は現在のと

ころ京周辺域で しか確認 されていない状況を考えると,集石を構築する際に周辺か ら集め られてきた

上 に包含 されていたものが移動 してきたものであ り,遺構の本来の構築時期 を決定するものではない

と考え られる。出土遺物の中に12世 紀後半頃と考えられる瓦器碗の破片や高台の退化 した土師器碗な

どの後出する土器が若千出上している。 これらの遺物の年代より12世 紀後半から13世 紀初頭の遺構と

考えるのが妥当であろう。

＝

――

‐―

刃

13
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第33図 集石遺構 (火葬墓)平面 。土層断面図 (S=1/40)

火葬墓か らは集 石を中心 に多 くの遺物 が出上 した (第 34図 )が ,火 葬墓 の時期を特定する遺物 は少 な

い。 28の 灰釉 陶器皿や 50～ 53の 土師器煮炊具 ,54,55の 平瓦 な ど多 くの遺物 は,礎石建物跡を含 めた

寺 院に関連遺物 と考 えられる。

第3ト レンチ ー長方形石 積み基壇 一

礎石建物跡の北方約90mにお いて東西10m,南 北2m,高 さ0.4mの長方 形に安 山岩 を積んだ基壇 を

確 認 した 。基壇 はす べて石積 みで主軸 をほぼ東 西 に向 けてお り,現在確認 されて いる規模 で完結 し,

東西には広 が らな い。 内部状況 を確認す るた め基壇に直行す る トレンチ を設定 した結果,外 側に安 山

岩 を3段 積み上げ,そ の内側は土 と安山岩で充填 し,上面を安山岩で覆っている状況が確認 できた。

遺構の性格 としては,石積みの幅の状況か ら建物遺構の基壇 とは考えにくく,基壇の主軸が東西方向

を向くことから境界石 (傍 示石)と しての可能性 も考え られるが,他 の類例 と比べ規模が大きすぎる

ようである。築造当初は基壇上部に石仏などの石造物が置かれていたが,後 に他の場所に移動した可

能性も考え られる。 トレンチ内からは土師器電の鍔部分が出土 したが,細 かな時期の特定はできなか

った。

十二
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2第 2調 査地点 (南嶺北斜画 )

(1)調 査 地 高松市屋島東町1821-1,

屋島国有林 26林 班い 4小班

(2)調 査期間 平成13年 1月 16日 ～

平成13年 3月 21日

(3)調 査面積 107.5∬

(4)発 掘調査の概要

屋島城の北側外郭線にあたると考 え られ ,

大阪大学 村田修三氏が昭和 59年 に確認 した

屋島城関係遺構のうち,南嶺北偵Iの A地点と

している部分にあたる(注 2)。 遺構は,地 形が

緩斜面か ら急斜面に変化する標高 274～ 271

mにおいて,幅 2～3mの帯状の平坦地が延長

約200mに わた り存在する。遺構の大半は土

塁であるが,標高の最 も高い部分の斜面には

長さ25m,高 さlmの 石塁が存在す る。石塁

に使用 している石の規模は大小さまざまで ,

ー
第35図 第2調 査地点 トレンチ配置図

L=27500m

L=27400m

D            2m

L=275 CXlm

第36図 第2ト レンチ (A― A′ )土層断面図 (S=1/80)

L=27300m

L=27200m

第37図 第2ト レンチ (B― B')土 層断面図 (S=1/80)
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第 38図  第 2ト レンチ平 。
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第39図 第 1ト レンチ平面 。土層断面図 (S=1/80)

自然の露岩 をも取 り込む形で石塁を構築 している。平成H年度に2箇所 トレンチを設定 し内部状況を確

認 した結果 ,土 塁を構築する際に版築 を行 っていないことが判明した。

12年 度は石塁の裏側について土塁の構築状況 を確認する為のトレンチを設定 した (第 36～ 38図 ―第2

トレンテー)。 トレンチによる土層観察では,土塁上部平坦面から安山岩の岩盤までの深さは50cmで
あ り,土塁平坦部の下郡は上面 と同様 に安山岩の岩盤をカッ トしている状況が認められる。石塁は岩

盤をカ ッ トした平坦部よりやや下がった部分か ら築いており,現存での高さは70cmで ある。第 2ト レ

ンチで確認 した石塁に使用している石材の奥行 きは30～ 40cmあ り,石塁の裏側は幅50cmの 範囲で安

山岩小礫による裏込めが認められた。その裏側は安山岩の小礫 と安山岩の風化土が混在 して埋め られ

ている状況が確認できたが, これまで と同様 に版築技法は認め られなかった①なお,尾根先端部に設

-29-―
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定 した第 1ト レンチ (第 39図 )に ついても同様の上層状況であった。これまで北斜面において合計5箇

所にトレンチを設定し調査を行ったが,い ずれの トレンチにおいて も版築は認め られなかった ことか

ら,少 なくとも南嶺北側斜面の土塁については版築を採用せずに構築 されていることが判明した。

3第 3調 査地点 (南嶺西斜面 )

(1)調 査 地 高松市屋島東町1782-1

(2)調 査期間 平成13年 2月 5日 ～平成13年 3月 7日

(3)調 査面積 8.5だ

(4)発 掘調査の概要

屋島城の西側外郭線 にあたると考えられる。北側外郭線 と同様に地形が緩斜面から急斜面に変化する

標高273m付近において平坦地とその斜面部に石塁が存在する。外郭線の北端部分に幅15mの窪みが存

在 し, この前面には石塁が認め られないことか ら,城 門を推定している場所である(注 3)。 一部 トレン

チ調査を行い石垣状のものを確認したが,調査期間の関係 と トレンチの範囲が狭かった こともあ り,

性格を把握するには至 らなかった。当調査地点については,引 き続き平成 13年度も調査を実施してい

る。

注(1)豊浜町教育委員会『大木塚遺跡調査概報』 1985年

注 (2)村 田 修三 十研 究室 こぼれ話一屋 島城 」『寧楽史苑』第30号 奈 良女子大学史学会 1985年

注 (3)平 岡 岩 夫
「
屋 嶋城跡の新発見の石塁 につ いてJ『 コル』第 7号 古代山城研 究会 1998年

写真18 礎石建物跡細部状況写真17 第1調査地点礎石建物跡完掘状況

写真19 集石遺溝 (火葬墓)半裁状況 写真20 集石下部土坑検出状況
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写真21 長方形石積み基壇検出状況 写真22 長方形石積み基壇細部状況

写真23 第2調 査地点第 1ト レンチ完掘状況 写真24 第2調 査地点第2ト レンチ違景

写真P5 第2調査地点第2ト レンチ石塁状況 写真26 第2調査地点第2ト レンチ裏込状況

写真28 第2ト レンチ (西)完掘状況写真27 第2ト レンチ (東)上部完掘状況
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所収遺跡名 所 在 地
コー ド

市町村 1遺跡番号
】ヒ緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

古宮古墳
高松市鬼無町

山口

37201

34°

19′

18″

133°

58′

57″

}113.2,8

H13.2 14

27笛 擁壁設置

北山浦遺跡

わ
町

中中・鰤
37201

34°

19′

10″

134°

02′

00″

I113.3,5

H13.3 12

280� 道路建設

北野遺跡
高松市三谷町

北野

37201
34°

16′

58″

134°

04′

36″

H13.9,12

H13.9.19
3615� 個人住宅

高松城跡
(高 松駅南線 )

境
町

拶器”却
37201

34°

20′

45″

134°

03′

00″

=113.10.9

H13,10.lC

5柄 道路建設

扇町一丁 目遺跡
高松市扇町

一丁 目
37201

34°

20′

35〃

134°

02′

30″

H13 10,11

H13 10,11

２ｍ 道路建設

高松城跡
(高 松海岸線 )

高松市丸 ノ内 37201
34°

20′

41″

134°

03′

15″

H131016

H13 10 19
33∬ 道路建設

史跡天然記念物

屋島第 1調 査地点

高松市屋島西町

北嶺山上部

37201
34°

22′

00″

134°

06′

09″

H12 11 16

H13,3,16
484■正 基礎調査

史跡天然記念物

屋島第2調査地点
高松市屋島東町 37201

34°

21′

24″

134°

06′

15″

I1131 16

と113321
107.5■だ 基礎調査

高松市屋島東町 37201
34°

21′

04″

134°

06′

04″

H1325

H1337
8.5� 基礎調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古宮古墳 古 墳 古 墳 墓 道 ガラス丸玉,弥生土器

北山浦遺跡 集 落 弥 生 柱穴,土坑 弥生土器,石器,須恵器

北野遺跡 集 落 弥 生 溝,柱穴 弥生土器 ,石器

高オ公城跡 (高 松駅前約 城 館 江 戸 溝,柱穴 陶磁器,土師器,瓦
扇町一丁 目遺跡 集 落 中世 土坑,柱穴 陶磁器,土師器,瓦

高オ公城跡 (高 松海岸様) 城館 江 戸 土坑,柱穴,溝 陶磁器,土師器,瓦
史跡天然記念物
呂 息 雀 1調蓉 th占

寺 院 古代

中世

礎石建物跡 ,

火葬墓
須恵器,土師器,灰釉陶器 ,

瓦器
須恵器多 口瓶

史跡天然記念物
屋島第2調杏 IIL点

城館 古 代 土塁,石塁 弥生土器

史跡天然記念物
屋島第3調査地点

城 館 古 代 石垣状遺構
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